
平
成
二
十
七
年
度
の
熊
本

県
日
中
協
会
総
会
が
七
月
一
日

（
水
）
午
前
十
一
時
か
ら
、
熊

本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
開
か

れ
、
二
十
七
年
度
の
予
算
案
な

ど
を
承
認
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
会
員
な
ど
約
七

十
五
人
が
出
席
。
ま
ず
米
満
弘

之
会
長
が
「
隣
国
・
中
国
と
の

友
好
交
流
は
不
可
欠
で
す
。
最

近
、
中
国
か
ら
の
観
光
客
も
急

増
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
出

か
け
ま
す
。
互
い
に
文
化
、
社

会
を
知
り
、
話
し
、
お
土
産
を

買
っ
て
思
い
出
を
作
る
こ
と
が

交
流
の
基
本
で
す
」
と
挨
拶
。

そ
し
て
来
賓
の
小
野
泰
輔
副

知
事
が
「
中
国
か
ら
大
型
ク
ル
ー

ズ
船
が
次
々
八
代
港
に
や
っ
て

来
ま
す
。
熊
本
の
良
さ
を
実
感

し
て
も
ら
う
よ
う
皆
様
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
」
ま
た
張

梅
・
中
国
駐
福
岡
総
領
事
館
副

総
領
事
も
「
九
州
は
民
間
交
流

で
一
番
活
発
だ
と
思
い
ま
す
。

各
団
体
の
皆
様
が
両
国
関
係
改

善
の
た
め
尽
力
さ
れ
、
留
学
生

へ
の
支
援
の
た
め
貢
献
、
努
力

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
感
謝
し

ま
す
。
昨
年
、
九
州
の
各
県
代

表
団
が
訪
中
さ
れ
た
際
、
熊
本

だ
け
が
唯
一
、
県
知
事
で
し
た
」

と
挨
拶
。

い
よ
い
よ
総
会
に
入
り
、
小

野
友
道
常
任
理
事
を
議
長
に
選

出
。
平
成
二
十
六
年
度
の
事
業

報
告
と
決
算
報
告
、
監
査
報
告

を
承
認
。
続
い
て
同
二
十
七
年

度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
、
同

年
度
役
員
選
任
を
承
認
。

連
絡
・
報
告
事
項
と
し
て
新

入
会
員
の
紹
介
、
第
二
回
熊
本
・

上
海
子
ど
も
将
棋
交
流
大
会
の

説
明
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
特
別
講
演
で
理
事

の
髙
野
正
博
氏
（
高
野
会
会
長
）

が
「
中
国
と
三
十
五
年
の
お
付

き
合
い
」
と
題
し
て
話
し
ま
し

た
。
（
詳
細
は
二
面
）

講
演
後
の
懇
親
会
は
、
新
副

会
長
の
小
杉
直
日
中
友
好
熊
本

県
議
会
議
員
連
盟
会
長
の
乾
杯

で
始
ま
り
、
新
役
員
や
新
入
会

員
の
皆
さ
ん
が
ス
ピ
ー
チ
を
行

い
、
楽
し
く
懇
談
し
ま
し
た
。
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今
年
で
二
回
目
と
な
る
「
熊

本
・
上
海
子
ど
も
将
棋
交
流
大

会
が
七
月
四
日(

土)

、
熊
本

市
中
央
区
九
品
寺
の
県
教
育
会

館
で
開
か
れ
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
県
日
中
協
会
主
催
。

上
海
か
ら
小
学
一
年
か
ら
中

学
二
年
生
ま
で
十
人
が
、
日
本

将
棋
連
盟
上
海
支
部
長
の
許
建

東
さ
ん(

五
二)

に
引
率
さ
れ

て
来
日
。
将
棋
を
前
に
、
く
ま

モ
ン
が
突
然
現
れ
、
子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
。
得
意
の
体
操
も

披
露
し
て
会
場
は
早
く
も
熱
気

ム
ン
ム
ン
。

上
海
の
学
校
授
業
に
も
取
り

入
れ
つ
つ
あ
る
将
棋
。
熊
本
の

十
六
人
と
い
よ
い
よ
実
力
に
合

わ
せ
て
、
手
割
票
で
駒
落
ち
し

て
対
戦
。
し
か
し
、
さ
す
が
に

「
本
場
」
に
は
苦
戦
。
李
謙
益

君=

中
学
二
年=

は
「
強
い
、

難
し
い
」
を
連
発
。
中
に
は
負

け
て
泣
き
出
し
、
付
添
い
の
母

親
に
抱
き
つ
く
女
の
子
も
。

大
会
を
運
営
し
た
日
本
将
棋

連
盟
県
支
部
連
合
会
の
古
橋
徹

会
長
か
ら
全
員
に
賞
状
が
渡
さ

れ
、
熱
い
戦
い
も
終
了
。
こ
の

あ
と
、
熊
本
機
能
病
院
内
に
会

場
を
移
し
、
歓
迎
会
が
開
か
れ
、

友
好
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
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県
日
中
協
会
総
会
の
特
別
講

演
で
同
協
会
理
事
の
髙
野
正
博

氏
（
高
野
会
会
長
）
が
「
中
国

と
三
十
五
年
の
お
付
き
合
い
」

と
題
し
て
講
演
、
ス
ラ
イ
ド
を

交
え
な
が
ら
以
下
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の

通
り
。

中
国
と
の
き
っ
か
け
は
三
十

八
年
前
、
日
本
大
腸
肛
門
学
会

で
医
学
用
語
が
問
題
に
な
り
、

中
国
の
専
門
用
語
が
載
っ
た
本

を
買
っ
て
貰
っ
て
か
ら
で
す
。

付
き
合
い
は
人
づ
て
に
広
め

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
会

で
知
り
合
い
に
な
る
と
、
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
仲
良
し
に
。
お

陰
で
友
好
病
院
は
二
十
五
に
、

ま
た
人
的
交
流
で
中
国
か
ら
招

い
た
研
修
者
は
百
八
人
に
の
ぼ

り
ま
す
。

九
十
一
年
か
ら
十
年
間
行
っ

た
広
東
省
中
医
院
と
の
学
術
合

作
で
は
①
大
腸
肛
門
疾
患
の
診

断
・
治
療
②
同
疾
患
に
関
す
る

予
防
、
診
断
、
看
護
の
研
究
③

同
疾
患
の
薬
物
療
法
の
研
究
と

開
発
④
双
方
の
医
療
技
術
者
の

育
成
⑤
伝
統
的
な
漢
方
医
学
と

現
代
医
学
の
成
果
交
流
の
強
化
。

最
後
に
お
付
き
合
い
で
感
じ

た
こ
と
は
、
中
国
で
仕
事
を
す

る
上
で
の
お
付
き
合
い
の
仕
方

は
①
中
国
人
は
面
子
を
お
も
ん

じ
る
②
長
い
歴
史
と
風
土
③
利

に
さ
と
い
④
と
こ
と
ん
ま
で
信

頼
す
る
な
ど
。

交
渉
力
で
は
か
な
わ
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

講演した社会医療
法人社団高野会会
長の髙野正博氏

く
ま
モ
ン
と
記
念
撮
影
に
お
さ
ま
る

上
海
の
子
ど
も
た
ち

日中オストメイト交流会

上海の子どもたちを引
率してきた日本将棋ア
マ５段を持つ許健東氏

真剣勝負の日中の子どもたち



歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
大

会
参
加
者
や
そ
の
家
族
、
日
本

将
棋
連
盟
県
支
部
連
合
会
や
協

会
会
員
ら
総
勢
七
〇
名
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
野
友
道
常
任
理
事
の
歓
迎

の
挨
拶
、
上
海
将
棋
倶
楽
部
代

表
の
許
建
東
氏
の
挨
拶
の
後
、

記
念
品
の
交
換
。
磯
田
淳
県
国

際
課
長
の
音
頭
で
乾
杯
す
る
と
、

熱
戦
の
あ
と
お
腹
が
ペ
コ
ペ
コ

だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
す
ぐ

に
バ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
に
集

ま
り
、
お
皿
に
た
く
さ
ん
の
料

理
を
の
せ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
会
員
の
西
田
田
鶴
子

先
生
が
設
置
し
て
く
だ
さ
っ
た

茶
道
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
大
人
気
。

上
海
の
子
ど
も
た
ち
も
付
添
い

の
家
族
も
、
美
味
し
い
美
味
し

い
と
、
何
度
も
御
代
わ
り
し
た

り
、
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
お

茶
を
た
て
る
の
に
挑
戦
し
た
り

と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
日
中
の
子
ど
も
達

の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
述

べ
、
熊
本
市
の
田
端
文
一
シ
テ
ィ
ー

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
副
課
長
の

閉
会
の
挨
拶
で
歓
迎
会
は
終
了
。

帰
り
が
け
に
は
日
中
の
子
ど

も
た
ち
に
県
が
用
意
し
て
く
れ

た
く
ま
モ
ン
グ
ッ
ズ
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
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西田先生からお茶もいただきました

小
野
理
事
か
ら
記
念
品
贈
呈

くまモンも子どもたちと一戦交えました

将棋を終えて賞状を手に
する上海の子どもたち

熊
本
と
上
海
の
子
ど
も
た
ち

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換

全
員
で
乾
杯

上海の子どもたちの感想は
「日本の子は強い。ハンディ
戦で勝てても悔しい」でした

池
田
光
佑
君
（
中
央
）
は
お

小
遣
い
で
買
っ
た
お
菓
子
を

上
海
の
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し
た

今回も大活躍の西田先生
（前列左）ご一行

照れくさそうに挨
拶する岡村圭剛君

「とても楽しかった」
と池田光佑君



熊
本
県
中
国
残
留
孤
児
等
対

策
協
議
会
の
高
齢
帰
国
者
支
援

事
業
「
和
睦
会
」
の
日
帰
り
バ

ス
旅
行
が
、
五
月
七
日(

木)

四
十
七
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
行
先
は
、
長
崎
県
の

雲
仙
。
車
酔
い
で
長
距
離
の
バ

ス
移
動
が
苦
手
な
方
が
多
い
帰

国
者
の
皆
さ
ん
で
す
が
、
フ
ェ

リ
ー
の
利
用
で
快
適
で
す
。

フ
ェ
リ
ー
の
中
で
は
、
仲
良

し
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
豪
華
な

ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
海
を
眺
め

が
ら
、
中
国
語
で
の
お
し
ゃ
べ

り
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

行
先
の
旅
館
に
は
、
大
き
な

木
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
帰
国
者
た
ち
は
大
喜
び
で

す
。
近
く
ま
で
行
っ
て
覗
き
込

ん
だ
り
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た

り
し
て
大
騒
ぎ
。
昼
食
は
バ
イ

キ
ン
グ
で
好
き
な
も
の
を
お
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
、
旅
館
の
大
浴

場
や
露
天
風
呂
、
観
劇
な
ど
、

思
い
思
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し

た
が
、
お
孫
さ
ん
達
へ
の
お
土

産
を
い
っ
ぱ
い
抱
え
て
、
嬉
し

そ
う
に
帰
り
の
バ
ス
に
乗
り
込

ん
で
い
ま
し
た
。
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九
州
各
県
に
在
住
の
中
国
人

留
学
生
ら
が
制
作
し
た
撮
影
展

覧
会
「
九
州
と
中
国
」
が
六
月

二
十
七
日(

土)

午
後
一
時
半

か
ら
、
熊
本
大
学
工
学
部
の
記

念
館
で
あ
り
ま
し
た
。
熊
本
地

区
中
国
留
学
人
員
聯
誼
会
主
催
。

各
県
の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
の

日
常
生
活
や
地
域
の
特
色
、
出

会
い
な
ど
を
テ
ー
マ
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ

に
撮
影
し
た
作
品
を
持
ち
寄
っ

て
、
九
州
地
区
の
留
学
生
ら
が

交
流
を
深
め
よ
う
と
、
今
年
初

め
て
開
催
。
展
覧
会
に
は
十
一

展
が
出
品
、
う
ち
福
岡
か
ら
は

四
大
学
、
山
口
大
学
も
参
加
。

例
え
ば
長
崎
大
学
の
作
品
は
、

中
国
と
関
係
の
深
い
崇
福
寺
や

眼
鏡
橋
、
長
崎
の
夜
景
な
ど
歴

史
を
た
ど
り
な
が
ら
紹
介
。
佐

賀
大
学
は
バ
ル
ー
ン
大
会
の
模

様
、
徐
福
長
寿
館
で
の
浴
衣
体

験
な
ど
。

熊
本
大
学
は
主
催
者
代
表
の

孫
敬
軒
さ
ん
の
日
常
を
「
フ
ロ
ー

と
ス
ネ
イ
プ
」
と
題
し
て
巧
み

に
撮
影
。
会
場
か
ら
は
各
作
品

の
た
び
に
拍
手
が
沸
い
て
い
ま

し
た
。

中
国
の
こ
と
わ
ざ
と
四
字

熟
語
を
掲
載
し
て
久
し
く
な

り
ま
す
。
日
本
で
も
よ
く
使

わ
れ
る
似
た
言
葉
を
探
し
て

は
・
・
。
百
聞
は
一
見
に
し

か
ず
（
百
聞
不
如
一
見
）
と

か
、
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

（
有
備
無
患
）
、
遠
い
親
せ

き
よ
り
近
く
の
他
人
（
遠
親

不
如
近
隣
）
な
ど
。
し
か
し
、

全
く
違
っ
た
言
葉
も
。
生
活

習
慣
や
価
値
観
の
違
い
で
し
ょ

う
か
。

先
日
、
青
木
事
務
局
長
が

本
棚
の
隅
か
ら
「
こ
ん
な
も

の
が
あ
る
」
と
中
国
の
故
事

成
語
辞
典
を
探
し
出
し
て
き

ま
し
た
。
中
を
開
い
て
み
る

と
、
日
本
で
は
日
常
あ
ま
り

使
わ
な
い
も
の
ば
か
り
。
さ

て
は
電
子
辞
書
の
こ
と
わ
ざ

を
見
て
も
、
中
国
式
表
現
が

多
々
。

こ
と
わ
ざ
は
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
生
活
や
風
土
か
ら
生
ま

れ
た
、
風
刺
や
教
訓
、
知
識

な
ど
で
あ
り
、
同
じ
漢
字
の

国
で
も
日
本
と
異
な
る
も
の

が
あ
る
の
も
当
然
で
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
単
語
も
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
は
「
手
紙
」
、

封
筒
は
「
封
信
」
、
新
し
い

も
の
で
は
携
帯
電
話
は
「
手

機
」
で
す
。

(

機
関
紙
編
集
委
員
会

小
串
照
彦)

編
集
後
記

旅館入り口の銘木に大はしゃぎ

いろいろあって目移りしちゃうな～

お土産を抱えてバスに乗り込む帰国者ら

協賛者から参加の留学生に記念品贈呈

日
常
の
話
題
を
テ
ー
マ
に
、

映
像
で
紹
介
す
る
学
生
た
ち

県
日
中
協
会
は
中
国
残
留
孤

児
等
対
策
協
議
会
の
業
務
委

託
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
活
動
を
通
じ
て
中
国
帰
国

者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。


